	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成26年５月９日（金）午前10時15分

	閉会日
	平成26年５月９日（金）午前10時35分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　じんの和子　　

副委員長　　青山直道

委　　員　　加藤和男　　正木祥豊　　水野竹芳

　　　　　　水野とみ子　

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　田一平

消防長　　　　　　水野　悟　　消防次長　　　寺島一裕

総務課長　　　　　加藤龍寿　　課長補佐　　　久保田直哉

消防係長　　　　　山崎慎一

消防署長　　　　　髙木厚志　

総務部長　　　　　水野政志　　次長　　　　　中西直起

行政課長　　　　　青山　均　　課長補佐　　　山本一裕

計　11人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　　　　　　加藤　武

議会事務局長　　　野田和裕　　局長補佐　　　貝沼圭子

書記　　　　　　　飯田純子

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言

議案第３３号

総務課長　　　議案第33号高規格救急自動車の買入れについて説明

加藤委員　　　平成14年度購入の救急車は予備車とすると説明があったが、今回購入の車両と機能等の違いは何があるか。

総務課長　　　車両搭載の測定器は、データの残るものとした。

加藤委員　　　予備車両の管理体制はどのようか。

総務課長　　　常時２台出動できる体制をとり、道路交通法に基づいた整備をする。

水野(と)委員　４月に消費税率が改正されたが、車両整備計画はどのように検討しているか。

総務課長　　　車両整備計画は10年、10万キロメートルをめどに、車検の機会に検討している。

水野(竹)委員　車両が大きくなると狭隘道路への進入ができなくなるが、どう対応しているか。

総務課長　　　救急車、消防車共に進入できるかできないかを確認し、できない場合は停車位置や活動範囲を事前に調査したものを車両に積み、活動時に活用している。

じんの委員　　予定価格の設定はどのようか。また、落札率はいくらか。

行政課長　　　設計価格を基に算定し、3,185万2,440円とした。落札率は約86パーセントだった。

じんの委員　　今後３台体制となるが、全て高規格救急車か。

総務課長　　　高規格救急車３台となる。

質疑及び意見を終了

討論


反対討論なし

賛成討論なし

議案第33号高規格救急自動車の買入れについては、全員が賛成。

議案第33号は、原案のとおり可決
　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認

委員長　　　　閉会宣言

　午前10時35分　終了

　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成26年５月９日

総務委員会委員長　　じんの和子
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